


ウォーキング

ジャンプ

　台風の迫る悪天候の中、新人一泊研修をいむた池キャンプ場で予定を半日繰り上げての実施になりました。ゲーム等を取り入れたワークやウォーク

ラリーを行いましたが、ウォークラリーはお客さんのいない時間とホテルの方の配慮で室内の中で実施しました。なかなか8枚のカードが見つからずに

苦戦。今年のワードは「ウイリアム王子」でしたが途中「オウムいじり」（“あ”はどこに・・・）など珍解答も出ていました。

　雨の降る中での食事作りでは、濡れた薪で頑張って火を起こしてスタートさせましたが、とんだハプニングで他の薪がぐっしょりで、途中からはカセット

コンロ、炊飯器の力を借りることになりました。肉じゃが・豚汁（味噌１Ｋｇ投入）・サラダ・白玉フルーツ・テーブルぎっちりの豪華な夕食でした。おいしか

ったですよー。ごちそうさまぁ（*^_^*）

　夜の座談会では、悩みなどを話し合いました。自分だけでなく他の人も同じ悩みを抱えていたこと、プリセプターからのアドバイスなども解決の糸口と

なっていたようでした。周りの支えがあることに気づけたことも大きかったようです。人は一人で大きくなったような顔をしていますが、誰かを支えて支えら

れていることを実感しました。

　一泊研修を終えて、「同期と話をする機会がなかったので今回の研修で仲が深まったり、リラックスやストレス発散の場にもなった。」「8人と少ない中で

助け合って頑張っていきたい。」「プリセプターの新人の頃の話を聞きみんな最初は同じだったんだと思った。」などの感想がありました。新人、プリセプ

ターともに少し成長した研修となりました。（瀬戸口）
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新人一泊研修 5/28～5/29

　今年度、『状況を全体的に把握し、長期的見通しを持って看護実践ができる』というラダー目標のもとに、第１回目

は、実習指導の原理・実習指導案作成の基礎知識を田口主任さんより講義していただきました。

　講義を聞いていく中で、看護学生の思いや考えなどの現状を学び、心理状態や特徴を把握することによって、臨地

実習の場で何か心に残せるものがあるような接し方をしていくことが必要であり、実践が看護となるように支援していく

ことが大切とのこと。

　また今回、実習指導案作成にあたり、何を（教材観）、誰に（学生観）、どのように教えたら効果的か（指導観）、三観

から考察し、各部署で指導案を作成し指導を受けたあと、次回週案作成のグループワーク予定です。（吉永）

キャリア
　キャリア１年目(9名)を対象に、『看護管理の視点』について緒方看護部長に講義していただきました。。

　これから、キャリアとして各部署の中心的な存在となって活動していけることを目標に、今まであまり知らなかった看

護管理について、そして業務中に悩むことの多い看護倫理について教えていただきました。看護にはきまった正解

はなく、看護師それぞれのやり方があっていい。だからこそ、自分の看護観をしっかり持って心を込めた看護を提供

することが大切で、その看護をより質の高いモノにするために看護管理が必要なのだと感じました。

　私もまだキャリア2年目なので皆で、それぞれが自己研鑽していける環境を作っていきたいです。（中森）

5/17　コーチング
講師：瀬戸口久美子主任

6/30 実習指導の原理・実習指導案作成の基礎知識
講師：田口弥生主任

7/7 看護管理の視点
講師：緒方くみ子部長

6/2　フィジカルアセスメント・看護過程の
　　　展開について
講師：平木佐樹副主任

　初め、パワーポイントを用いての講義があり、続いてグループワークを行いまし

た。講義では、フィジカルアセスメントの目的や方法、看護過程の６つのステップ

や３つのプロセスなどについて学習をしました。グループワークはどのグループも

時折講師に質問をしながら話し合いを進めていました。

　研修生からは、「看護学生の頃からフィジカルアセスメントに苦手意識があった

が、今回の研修で振り返りができた。」「１つの症状からいろいろなことが考えられ

るため幅広い知識が必要であると思った。」などの意見がありました。

　私も今回研修に参加し、患者の状態を把握した上で、多角的な視点からアセス

メントできるように幅広い知識を得て、必要な観察項目を、目的をもって観察する

ことの大切さを改めて感じました。（榎園）

　コーチングの歴史や、コミュニケーションに関わる４つの準備ス

キル・コーチングの３大スキル（聴く、質問する、伝える）について

学びました。

　実際にロールプレイングを行ってみて、相手の自主性を導き出

すコミュニケーションの難しさや大切さを学ぶ事ができました。

　現在プリセプターも行っているメ

ンバーであり、新人看護師の指導

や患者さんとのコミュニケーション

でも活用できる研修だったと思いま

す。(黒坂）








